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「子ども家庭支援センターたんぽぽ」「和泉児童館」
「岩戸児童センター」「こまっこ児童館」「ふらっとなんぶ」の
日曜日の開館を求める陳情が全会派一致で採択されました！

補正予算では病児保育委託などに
10,000 千円余りの予算が付きました。

ぜひお寄せください！

き活きレポー
狛江・生活者ネットワーク

狛江・生活者ネットワークは小木哲朗さんと協議の結果、3月24日付で議員契約を解除しました。
1987年の設立以来8人の議員が市民の声を市政につなげてきました。
今後も市民参加の市政の実現に向けて活動していきます。

   現在子ども家庭支援センターや児童館、ふらっとなんぶでは、様々なイベント等を実施しており、利用者数は年々
増加しています。小中学生アンケートにおいて、室内外の居場所の整備を求める意見も数多くあり、学校でもなく、家庭でも
ない第三の居場所は子どもたちにとって安心して過ごせる場所であると同時に対人関係を築く機会の少ない子どもたちの成
長にとっても有意義です。市内の子ども・若者の居場所として場所の選択肢を増やしていく必要があると考えます。図書館、
公民館、総合体育館などの公共施設は、定休日があるものの日曜日は開館しています。子ども家庭支援センターや児童館、ふ
らっとなんぶが日曜日にも開館することで、児童館では、子ども達の居場所の選択肢が増えるだけでなく、コミュニティの場
の充実も図れます。また、「ふらっとなんぶ」は、子どもから高齢者まで地域住民がいつでも気軽に集いゆるやかに出会いか
かわりあうことのできる居場所の充実につながります。子ども
達の体力低下が騒がれている今、異常気象が続く夏場は、公園
で遊ぶことが難しく室内で遊べる施設があることはとても大切
です。また、共働き世帯も多く、日曜日に児童館が開館されて
いることで親子の集いの場にもなります。
以上のことから、「子ども家庭支援センターたんぽぽ」「和泉児
童館」「岩戸児童センター」「こまっこ児童館」「ふらっとなんぶ」
の日曜日の開館を強く要望します。

「狛江すこやか病児保育室」が令和 7年 4月1日から休室し
ており、それに代わって市内の小児科医院が東和泉にて病
児保育を再開することが決まりました。現在の対応策として
は、「居宅訪問型病児・病後児保育利用料助成事業」が提供
されており、保護者が病児ベビーシッターなどを利用した際
の費用を一部助成する制度が活用可能です。

狛江市内での気になること、もっとこんな風になっ
たらいいなぁなどを市政に届けています。右記QR
コードよりご意見をぜひお聞かせください。
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「野川に入って、生き物さがし」

プラスチックのこと、その他市政に対して
のご意見、なんでもお寄せください。

上映日時：  9月15日（月祝）
午前の部：10：30～（10：15 開場）
午後の部：13：00～（12：45 開場）
上映会場：西河原公民館 3階　
                   多目的ホール
入場料：     700 円（大学生以下無料）
                   当日受付にて現金での
                   精算をお願いします。

主催・お問い合わせ：
狛江子どものこれからを考える会  komakokore@gmail.com　

お申込み：
右記のQRコードから
お申し込みください。

夢見る校長先生上映会

生活者ネットワークは、生活クラブ生協運動グループと川や里山
の環境調査を毎年行っています。狛江では今年も7月5日(土 )
に自然観察指導員の宮治隆博さんを講師に、野川小金橋下で水
質と生き物調査を行いました。野川は洪水対策のため下流から
整備を進めています。気温 30.6℃曇り空のもと、参加の子ども
達も元気に川に入り、宮治さん指導で鯉・鮒・どじょうに加えて
オイカワ・ハゼ科のスミウキゴリも見ることができました。野川
の源流は湧水ですが、住宅地がコンクリートで覆われて雨水が
浸透しないこと、猛暑が続いていることで水量が減少し、水質検
査でＣＯＤ（化学的酸素要求量）など心配な面もあります。が、生
息する魚や砂底、草木から野川の環境保全は頑張っているとの
評価でした！水に入って川に親しみ、これからも子ども達と一緒
に環境を守っていきましょう

2023年4月から狛江市でもプラスチックゴミの分別回収が始
まりました。これは国の地球温暖化防止政策に、狛江市とし
て踏み出したものです。それまで可燃ゴミとして焼却していた
プラスチックをリサイクルすることが目的です。現在、狛江で
回収したプラスチックは瑞穂町の中間処理施設で不適切な
物を取り除いた後、パレットにリサイクルされています。プラ
スチック製品は素材が多様で、現状では固形燃料かパレット
にリサイクルされるのが主流です。プラゴミの出し方で悩んで
いることありませんか？左記はがきか、表面QRコードに意見
をお書きください。　
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水辺の調査活動

プラスチックゴミ回収が始まって２年。ゴミの出し方などで

悩んでいること、困っている
こと、

感想ご意見などお聞かせく
ださい。


